
(57)【要約】

【課題】熱交換効率を極力維持しつつ通気抵抗を小さく

する。

【解決手段】ルーバ群５は、熱媒体の流れ方向の最上流

位置に位置し、上流側に熱媒体の流れ方向に沿って延び

る平行部１０ａを有する導入先端ルーバ１０と、熱媒体

の流れ方向の最下流位置に位置し、下流側に熱媒体の流

れ方向に沿って延びる平行部１１ｂを有する導出後端ル

ーバ１１と、導入先端ルーバ１０と導出後端ルーバ１１

の間に位置し、熱媒体の流れ方向に対し傾斜角α１で位

置した複数の中間ルーバ１２と、導入先端ルーバ１０と

最上流の中間ルーバ１２との間に位置し、熱媒体の流れ

方向に対し中間ルーバ１２より小さな傾斜角の小傾斜部

１３ａを上流側に有する導入側傾斜ルーバ１３と、最下

流の中間ルーバ１２と導出後端ルーバ１１との間に位置

し、熱媒体の流れ方向に対し中間ルーバ１２より小さな

傾斜角の小傾斜部１４ｂを下流側に有する導出側傾斜ル

ーバ１４とを備えた。

【選択図】図２

JP 2007-309553 A 2007.11.29



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 熱 媒 体 の 流 れ 方 向 （ Ｔ ） に 沿 っ て 配 置 さ れ た フ ィ ン 本 体 （ ４ ａ ） に 、 前 記 熱 媒 体 の 流 れ
方 向 （ Ｔ ） に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ る ル ー バ が 、 前 記 熱 媒 体 の 流 れ 方 向 （
Ｔ ） に 沿 っ て 、 且 つ 間 隔 を 開 け て 複 数 配 置 さ れ た ル ー バ 群 （ ５ ） を 有 す る 熱 交 換 器 用 フ ィ
ン （ ４ ） に お い て 、
　 前 記 ル ー バ 群 （ ５ ） は 、
　 前 記 熱 媒 体 の 流 れ 方 向 （ Ｔ ） の 最 上 流 位 置 に 形 成 さ れ 、 上 流 側 に 前 記 熱 媒 体 の 流 れ 方 向
（ Ｔ ） に 沿 っ て 延 び る 平 行 部 （ １ ０ ａ ） を 有 す る 導 入 先 端 ル ー バ （ １ ０ ） と 、
　 前 記 熱 媒 体 の 流 れ 方 向 （ Ｔ ） の 最 下 流 位 置 に 形 成 さ れ 、 下 流 側 に 前 記 熱 媒 体 の 流 れ 方 向
（ Ｔ ） に 沿 っ て 延 び る 平 行 部 （ １ １ ｂ ） を 有 す る 導 出 後 端 ル ー バ （ １ １ ） と 、
　 前 記 導 入 先 端 ル ー バ （ １ ０ ） と 前 記 導 出 後 端 ル ー バ （ １ １ ） の 間 に 形 成 さ れ 、 前 記 熱 媒
体 の 流 れ 方 向 （ Ｔ ） に 対 し 単 一 の 傾 斜 角 （ α １ ） で 配 置 さ れ た 複 数 の 中 間 ル ー バ （ １ ２ ）
と 、
　 前 記 導 入 先 端 ル ー バ （ １ ０ ） と 最 上 流 の 前 記 中 間 ル ー バ （ １ ２ ） と の 間 に 配 置 さ れ 、 前
記 熱 媒 体 の 流 れ 方 向 （ Ｔ ） に 対 し 前 記 中 間 ル ー バ （ １ ２ ） よ り 小 さ な 傾 斜 角 （ α ２ ） の 小
傾 斜 部 （ １ ３ ａ ， ２ ０ ａ ） を 上 流 側 に 有 す る 導 入 側 傾 斜 ル ー バ （ １ ３ ， ２ ０ ） と 、
　 最 下 流 の 中 間 ル ー バ （ １ ２ ） と 前 記 導 出 後 端 ル ー バ （ １ １ ） と の 間 に 配 置 さ れ 、 前 記 熱
媒 体 の 流 れ 方 向 （ Ｔ ） に 対 し 前 記 中 間 ル ー バ （ １ ２ ） よ り 小 さ な 傾 斜 角 （ α ５ ） の 小 傾 斜
部 （ １ ４ ｂ ） を 下 流 側 に 有 す る 導 出 側 傾 斜 ル ー バ （ １ ４ ） と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 熱
交 換 器 用 フ ィ ン （ ４ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 熱 交 換 器 用 フ ィ ン （ ４ ） で あ っ て 、
　 前 記 導 入 側 傾 斜 ル ー バ （ １ ３ ， ２ ０ ） の 下 流 側 と 前 記 導 出 側 傾 斜 ル ー バ （ １ ４ ） の 上 流
側 は 、 前 記 熱 媒 体 の 流 れ 方 向 （ Ｔ ） に 対 し 前 記 中 間 ル ー バ （ １ ２ ） の 傾 斜 角 よ り 大 き い 傾
斜 角 （ α ３ ， α ４ ） の 大 傾 斜 部 （ １ ３ ｂ ， ２ ０ ａ ， １ ４ ａ ） を そ れ ぞ れ 有 す る こ と を 特 徴
と す る 熱 交 換 器 用 フ ィ ン （ ４ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 熱 交 換 器 用 フ ィ ン （ ４ ） で あ っ て 、
　 前 記 導 入 側 傾 斜 ル ー バ （ １ ３ ， ２ ０ ） と 前 記 導 出 側 傾 斜 ル ー バ （ １ ４ ） の 各 ピ ッ チ 間 隔
（ Ｐ ２ ） は 、 前 記 中 間 ル ー バ （ １ ２ ） の も の よ り 大 き く 設 定 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 熱 交
換 器 用 フ ィ ン （ ４ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か １ 項 記 載 の 熱 交 換 器 用 フ ィ ン （ ４ ） で あ っ て 、
　 複 数 の 前 記 ル ー バ 群 （ ５ ） が 、 前 記 熱 媒 体 の 流 れ 方 向 （ Ｔ ） に 連 続 し て 設 け ら れ 、
　 上 流 側 の ル ー バ 群 （ ５ Ａ ） の 前 記 導 出 後 端 ル ー バ （ １ １ ） と 下 流 側 の ル ー バ 群 （ ５ Ｂ ）
の 前 記 導 入 先 端 ル ー バ （ １ ０ ） の 互 い の 平 行 部 （ １ １ ｂ ， １ ０ ａ ） が 連 続 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 熱 交 換 器 用 フ ィ ン （ ４ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 熱 交 換 器 用 フ ィ ン （ ４ ） で あ っ て 、
　 前 記 導 入 側 傾 斜 ル ー バ （ １ ３ ， ２ ０ ） と 前 記 導 出 側 傾 斜 ル ー バ （ １ ４ ） は 、 各 設 置 個 所
に そ れ ぞ れ ２ つ 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 熱 交 換 器 用 フ ィ ン （ ４ ） 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 フ ィ ン 本 体 に ル ー バ が 形 成 さ れ た 熱 交 換 器 用 フ ィ ン に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 、 熱 交 換 器 は 、 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た 複 数 の チ ュ ー ブ と こ の 隣 り 合 う チ ュ ー ブ
間 に 介 在 さ れ た 複 数 の 熱 交 換 器 用 フ ィ ン と を 備 え 、 チ ュ ー ブ 内 の 流 通 す る 第 １ の 熱 媒 体 と
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チ ュ ー ブ の 間 の 空 間 を 流 通 す る 第 ２ の 熱 媒 体 と の 間 で 熱 交 換 を 行 う よ う 構 成 さ れ て い る 。
熱 交 換 器 用 フ ィ ン の 表 面 に は 、 第 ２ の 熱 媒 体 の 流 れ 方 向 を 曲 げ る 複 数 の ル ー バ か ら な る ル
ー バ 群 が 切 り 起 こ し に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 第 ２ の 熱 媒 体 が 熱 交 換 器 内 を 単 に 直 進 す る
の で は な く 曲 が り な が ら 進 む よ う に し て 、 熱 交 換 の 機 会 を 高 め て 熱 交 換 効 率 の 向 上 を 図 る
た め で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 従 来 の ル ー バ 群 と し て は 、 第 ２ の 熱 媒 体 の 流 れ 方 向 の 一 定 間 隔 で 、 且 つ 、 熱
媒 体 の 流 れ 方 向 に 対 し 同 じ 傾 斜 角 で 複 数 の ル ー バ が 配 置 さ れ て い る も の が あ る 。 又 、 特 許
文 献 １ に 開 示 さ れ て い る よ う に 、 各 ル ー バ の 入 口 角 度 を 徐 々 に 大 き く し た も の が 提 案 さ れ
て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ６ ９ ６ ７ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 ル ー バ の 傾 斜 角 が 単 一 の 熱 交 換 器 用 フ ィ ン は 、 良 好 な 熱 交 換 効 率 が 得 ら
れ る が 、 上 流 側 に 位 置 す る ル ー バ の 通 気 抵 抗 が 中 間 位 置 に 位 置 す る ル ー バ の 通 気 抵 抗 に 対
し て 大 き く な る た め 、 ト ー タ ル と し て 通 気 抵 抗 が 大 き く な る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 ル ー バ の 傾 斜 角 を 段 階 的 に 大 き く し た 熱 交 換 器 用 フ ィ ン も 、 良 好 な 熱 交 換 効 率 が
得 ら れ る 。 し か し 、 上 流 側 に 位 置 す る ル ー バ の 通 気 抵 抗 を 下 げ る こ と が で き る も の の 中 間
位 置 に 位 置 す る ル ー バ の 通 気 抵 抗 が 大 き く な る た め 、 上 記 と 同 様 に ト ー タ ル と し て 通 気 抵
抗 が 大 き く な る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 熱 交 換 効 率 を 極 力 維 持 し つ つ 通 気 抵 抗 を 小 さ く で き る 熱 交 換 器 用 フ
ィ ン を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る 請 求 項 １ の 発 明 は 、 熱 媒 体 の 流 れ 方 向 に 沿 っ て 配 置 さ れ た フ ィ ン 本
体 に 、 前 記 熱 媒 体 の 流 れ 方 向 に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ る ル ー バ が 、 前 記 熱
媒 体 の 流 れ 方 向 に 沿 っ て 、 且 つ 間 隔 を 開 け て 複 数 配 置 さ れ た ル ー バ 群 を 有 す る 熱 交 換 器 用
フ ィ ン に お い て 、 前 記 ル ー バ 群 は 、 前 記 熱 媒 体 の 流 れ 方 向 の 最 上 流 位 置 に 形 成 さ れ 、 上 流
側 に 前 記 熱 媒 体 の 流 れ 方 向 に 沿 っ て 延 び る 平 行 部 を 有 す る 導 入 先 端 ル ー バ と 、 前 記 熱 媒 体
の 流 れ 方 向 の 最 下 流 位 置 に 形 成 さ れ 、 下 流 側 に 前 記 熱 媒 体 の 流 れ 方 向 に 沿 っ て 延 び る 平 行
部 を 有 す る 導 出 後 端 ル ー バ と 、 前 記 導 入 先 端 ル ー バ と 前 記 導 出 後 端 ル ー バ の 間 に 形 成 さ れ
、 前 記 熱 媒 体 の 流 れ 方 向 に 対 し 単 一 の 傾 斜 角 で 配 置 さ れ た 複 数 の 中 間 ル ー バ と 、 前 記 導 入
先 端 ル ー バ と 最 上 流 の 前 記 中 間 ル ー バ と の 間 に 配 置 さ れ 、 前 記 熱 媒 体 の 流 れ 方 向 に 対 し 前
記 中 間 ル ー バ よ り 小 さ な 傾 斜 角 の 小 傾 斜 部 を 上 流 側 に 有 す る 導 入 側 傾 斜 ル ー バ と 、 最 下 流
の 中 間 ル ー バ と 前 記 導 出 後 端 ル ー バ と の 間 に 配 置 さ れ 、 前 記 熱 媒 体 の 流 れ 方 向 に 対 し 前 記
中 間 ル ー バ よ り 小 さ な 傾 斜 角 の 小 傾 斜 部 を 下 流 側 に 有 す る 導 出 側 傾 斜 ル ー バ と を 備 え た こ
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 熱 交 換 器 用 フ ィ ン で あ っ て 、 前 記 導 入 側 傾 斜 ル ー バ
の 下 流 側 と 前 記 導 出 側 傾 斜 ル ー バ の 上 流 側 は 、 前 記 熱 媒 体 の 流 れ 方 向 に 対 し 前 記 中 間 ル ー
バ の 傾 斜 角 よ り 大 き い 傾 斜 角 の 大 傾 斜 部 を そ れ ぞ れ 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 熱 交 換 器 用 フ ィ ン で あ っ て 、 前 記 導 入
側 傾 斜 ル ー バ と 前 記 導 出 側 傾 斜 ル ー バ の 各 ピ ッ チ 間 隔 は 、 前 記 中 間 ル ー バ の も の よ り 大 き
く 設 定 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か １ 項 記 載 の 熱 交 換 器 用 フ ィ ン で あ っ
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て 、 複 数 の 前 記 ル ー バ 群 が 、 前 記 熱 媒 体 の 流 れ 方 向 に 連 続 し て 設 け ら れ 、 上 流 側 の ル ー バ
群 の 前 記 導 出 後 端 ル ー バ と 下 流 側 の ル ー バ 群 の 前 記 導 入 先 端 ル ー バ の 互 い の 平 行 部 が 連 続
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ５ の 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 熱 交 換 器 用 フ ィ ン で あ っ
て 、 前 記 導 入 側 傾 斜 ル ー バ と 前 記 導 出 側 傾 斜 ル ー バ は 、 各 設 置 個 所 に そ れ ぞ れ ２ つ 設 け ら
れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 熱 交 換 器 を 通 過 す る 熱 媒 体 は 、 熱 交 換 器 用 フ ィ ン の 導 入 先 端
ル ー バ の 平 行 部 に 沿 っ て 進 み 、 そ の 後 に 導 入 側 傾 斜 ル ー バ 、 中 間 ル ー バ 及 び 導 出 側 傾 斜 ル
ー バ に ガ イ ド さ れ る こ と に よ っ て 方 向 を 曲 げ ら れ 加 速 さ れ る 。 こ の よ う に 熱 媒 体 は 熱 交 換
器 内 を 曲 が り つ つ 加 速 さ れ て 進 む た め に 熱 交 換 効 率 の 向 上 が 図 ら れ る 。 又 、 導 入 先 端 ル ー
バ 及 び 導 出 後 端 ル ー バ で は 、 熱 媒 体 の 流 れ を 小 さ な 角 度 で 導 入 し 、 又 は 、 導 出 す る た め 、
熱 媒 体 の ス ム ー ズ な 流 通 が 可 能 で あ る 。 こ の よ う に 曲 面 に 沿 う 流 体 は 壁 面 か ら 剥 離 す る こ
と が 抑 制 さ れ て ル ー バ 角 が 大 き く な っ て も ル ー バ に 沿 っ て 流 れ 剥 離 を 減 少 で き る 。 以 上 よ
り 、 熱 交 換 効 率 を 極 力 維 持 し つ つ 通 気 抵 抗 を 小 さ く で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ の 発 明 の 効 果 に 加 え 、 導 入 側 傾 斜 ル ー バ に よ っ て ガ
イ ド さ れ る 熱 媒 体 は 、 そ の 流 れ が 大 傾 斜 部 に よ っ て 大 き く 曲 げ ら れ て 排 出 さ れ 、 又 、 導 出
側 傾 斜 ル ー バ に よ っ て ガ イ ド さ れ る 熱 媒 体 は 、 そ の 流 れ が 大 傾 斜 部 に よ っ て 大 き く 曲 げ ら
れ つ つ 進 入 さ れ る た め 、 熱 交 換 効 率 の 向 上 に 寄 与 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ の 発 明 の 効 果 に 加 え 、 通 気 抵 抗 の 低 減
に 寄 与 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の 発 明 の 効 果 に 加 え 、 熱 媒 体 が 途 中 で 方
向 を 変 え な が ら 流 れ て 流 通 距 離 が 長 く 設 定 さ れ る た め 、 熱 交 換 効 率 の 向 上 に 寄 与 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ４ の 発 明 の 効 果 に 加 え 、 ２ つ の 導 入 側 傾 斜
ル ー バ 及 び 導 出 側 傾 斜 ル ー バ に よ っ て 熱 媒 体 を ガ イ ド す る た め 、 あ る 程 度 の 量 の 熱 媒 体 を
低 通 気 抵 抗 で ガ イ ド で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ ～ 図 ４ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態
を 示 し 、 図 １ は 熱 交 換 器 の 正 面 図 、 図 ２ は 図 １ の Ａ － Ａ 線 断 面 図 、 図 ３ は 導 入 先 端 ル ー バ
と 導 入 側 傾 斜 ル ー バ の 拡 大 図 、 図 ４ は 導 出 側 傾 斜 ル ー バ と 導 出 後 端 ル ー バ の 拡 大 図 で あ る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 熱 交 換 器 １ は 、 間 隔 を 開 け て 平 行 配 置 さ れ た 複 数 の チ ュ ー ブ ２ と 、
こ の 複 数 の チ ュ ー ブ ２ の 両 端 に 接 続 さ れ た 一 対 の タ ン ク 部 ３ ， ３ と 、 隣 り 合 う 各 チ ュ ー ブ
２ の 隙 間 に 介 在 さ れ た 複 数 の 熱 交 換 器 用 フ ィ ン ４ と を 備 え て い る 。 一 対 の タ ン ク 部 ３ ， ３
に は 、 各 チ ュ ー ブ ２ 内 を 循 環 す る 第 １ の 熱 媒 体 を 流 出 入 さ せ る た め の 導 入 パ イ プ （ 図 示 せ
ず ） 及 び 導 出 パ イ プ （ 図 示 せ ず ） が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 各 熱 交 換 器 用 フ ィ ン ４ は 、 波 状 に 連 続 的 し て 交 互 に 折 り 曲 げ ら れ た フ ィ ン 本 体 ４ ａ が 各
チ ュ ー ブ ２ に 接 し つ つ 、 熱 媒 体 と し て 各 チ ュ ー ブ ２ 間 の 隙 間 に 熱 交 換 器 １ を 通 過 す る 第 ２
の 熱 媒 体 の 流 れ 方 向 Ｔ に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 フ ィ ン 本 体 ４ ａ の 各 チ ュ ー ブ ２ 間
に 位 置 す る 直 線 状 の 部 位 に は 、 熱 媒 体 の 流 れ 方 向 Ｔ に 対 し て 直 交 す る 方 向 、 つ ま り フ ィ ン
本 体 ４ ａ の 長 手 方 向 （ 図 １ の 左 右 方 向 ） に 沿 っ て 、 フ ィ ン 本 体 ４ ａ の 両 面 側 に 突 出 す る よ
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う に 、 フ ィ ン 本 体 ４ ａ を 切 り 起 こ し て ル ー バ が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 ル ー バ
が 、 熱 媒 体 の 流 れ 方 向 Ｔ に 沿 っ て 、 且 つ 間 隔 を 開 け て 複 数 配 置 す る こ と で 、 ル ー バ 群 ５ が
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 各 ル ー バ 群 ５ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 熱 媒 体 の 流 れ 方 向 Ｔ に 沿 っ て 連 続 的 に 配 置
さ れ た 上 流 側 分 割 ル ー バ 群 ５ Ａ と 下 流 側 分 割 ル ー バ 群 ５ Ｂ と か ら 成 る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 流 側 分 割 ル ー バ 群 ５ Ａ と 下 流 側 分 割 ル ー バ 群 ５ Ｂ の そ れ ぞ れ は 、 第 ２ の 熱 媒 体 の 流 れ
方 向 Ｔ の 最 上 流 に 配 置 さ れ た 導 入 先 端 ル ー バ １ ０ と 、 第 ２ の 熱 媒 体 の 流 れ 方 向 Ｔ の 最 下 流
位 置 に 配 置 さ れ た 導 出 後 端 ル ー バ １ １ と 、 導 入 先 端 ル ー バ １ ０ と 導 出 後 端 ル ー バ １ １ の 間
に 配 置 さ れ た 複 数 の 中 間 ル ー バ １ ２ と 、 導 入 先 端 ル ー バ １ ０ と 最 上 流 の 中 間 ル ー バ １ ２ と
の 間 に 配 置 さ れ た 導 入 側 傾 斜 ル ー バ １ ３ と 、 最 下 流 の 中 間 ル ー バ １ ２ と 導 出 後 端 ル ー バ １
１ と の 間 に 配 置 さ れ た 導 出 側 傾 斜 ル ー バ １ ４ と か ら 構 成 さ れ て い る が 、 双 方 の 分 割 ル ー バ
群 ５ Ａ ， ５ Ｂ の 各 ル ー バ １ ０ ～ １ ４ の 傾 斜 方 向 は 逆 向 き に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 各 導 入 先 端 ル ー バ １ ０ は 、 図 ３ に 詳 し く 示 す よ う に 、 第 ２ の 熱 媒 体 の 流 れ 方 向 Ｔ に 沿 っ
て 延 び る 平 行 部 １ ０ ａ と 、 こ の 平 行 部 １ ０ ａ の 下 流 側 に 連 続 し て 配 置 さ れ 、 第 ２ の 熱 媒 体
の 流 れ 方 向 Ｔ に 対 し 傾 斜 角 を 持 っ て 配 置 さ れ た 傾 斜 部 １ ０ ｂ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 各 導 出 後 端 ル ー バ １ １ は 、 図 ４ に 詳 し く 示 す よ う に 、 第 ２ の 熱 媒 体 の 流 れ 方 向 Ｔ に 対 し
傾 斜 角 を 持 っ て 配 置 さ れ た 傾 斜 部 １ １ ａ と 、 こ の 傾 斜 部 の 下 流 端 に 連 続 し て 配 置 さ れ 、 第
２ の 熱 媒 体 の 流 れ 方 向 Ｔ に 沿 っ て 延 び る 平 行 部 １ １ ｂ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 流 側 分 割 ル ー バ 群 ５ Ａ の 導 出 後 端 ル ー バ １ １ と 下 流 側 分 割 ル ー バ 群 ５ Ｂ の 導 入 先 端 ル
ー バ １ ０ と は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 そ の 互 い の 平 行 部 １ ０ ａ ， １ １ ｂ が 連 続 的 に 設 け ら れ
、 こ れ に よ っ て 双 方 の ル ー バ 群 ５ Ａ ， ５ Ｂ が 連 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 各 中 間 ル ー バ １ ２ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 熱 媒 体 の 流 れ 方 向 Ｔ に 対 し 単 一 の 傾 斜
角 α １ を 持 っ て 配 置 さ れ て い る 。 各 中 間 ル ー バ １ ２ の ピ ッ チ 間 隔 は Ｐ １ に 設 定 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 導 入 側 傾 斜 ル ー バ １ ３ は 、 図 ３ に 詳 し く 示 す よ う に 、 導 入 先 端 ル ー バ １ ０ と 最 上 流 の 中
間 ル ー バ １ ２ と の 間 に ２ つ 配 置 さ れ 、 そ の ピ ッ チ 間 隔 Ｐ ２ は 中 間 ル ー バ １ ２ の ピ ッ チ 間 隔
Ｐ １ よ り も 広 く 設 定 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 Ｐ ２ は 、 Ｐ １ の １ ． ５ 倍 程 度 に 設 定 さ れ て
い る 。 各 導 入 側 傾 斜 ル ー バ １ ３ は 、 第 ２ の 熱 媒 体 の 流 れ 方 向 Ｔ に 対 し 中 間 ル ー バ １ ２ よ り
小 さ な 傾 斜 角 α ２ に 設 定 さ れ た 小 傾 斜 部 １ ３ ａ と 、 こ の 小 傾 斜 部 １ ３ ａ の 下 流 側 に 連 続 し
て 配 置 さ れ 、 第 ２ の 熱 媒 体 の 流 れ 方 向 Ｔ に 対 し 中 間 ル ー バ １ ２ よ り 大 き な 傾 斜 角 α ３ に 設
定 さ れ た 大 傾 斜 部 １ ３ ｂ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 導 出 側 傾 斜 ル ー バ １ ４ は 、 図 ４ に 詳 し く 示 す よ う に 、 最 下 流 の 中 間 ル ー バ １ ２ と 導 出 後
端 ル ー バ １ １ と の 間 に ２ つ 配 置 さ れ 、 そ の ピ ッ チ 間 隔 Ｐ ２ は 中 間 ル ー バ １ ２ の ピ ッ チ 間 隔
Ｐ １ よ り も 広 く 設 定 さ れ て い る 。 ル ー バ ２ 枚 で フ ィ ン 間 を 流 れ る 流 体 は そ の 方 向 を 変 更 し
て ル ー バ 傾 斜 方 向 に 向 き を 変 え る こ と が 可 能 な 為 、 ル ー バ は ２ 枚 配 置 し た 。 具 体 的 に は 、
Ｐ ２ は 、 Ｐ １ の １ ． ５ 倍 程 度 に 設 定 さ れ て い る 。 各 導 出 側 傾 斜 ル ー バ １ ４ は 、 第 ２ の 熱 媒
体 の 流 れ 方 向 Ｔ に 対 し 中 間 ル ー バ １ ２ よ り 大 き い 傾 斜 角 α ４ に 設 定 さ れ た 大 傾 斜 部 １ ４ ａ
と 、 こ の 大 傾 斜 部 １ ４ ａ の 下 流 側 に 連 続 し て 配 置 さ れ 、 第 ２ の 熱 媒 体 の 流 れ 方 向 Ｔ に 対 し
中 間 ル ー バ １ ２ よ り 小 さ い 傾 斜 角 α ５ に 設 定 さ れ た 小 傾 斜 部 １ ４ ｂ と か ら 構 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 導 入 パ イ プ （ 図 示 せ ず ） よ り 導 入 さ れ た 第 １ の 熱 媒 体 は 、 各 チ ュ ー
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ブ ２ 内 を 所 定 経 路 で 流 通 し て 導 出 パ イ プ （ 図 示 せ ず ） よ り 排 出 さ れ る 。 第 ２ の 熱 媒 体 （ 例
え ば 空 気 ） は 、 隣 り 合 う チ ュ ー ブ ２ ， ２ 間 の 隙 間 で 、 且 つ 、 熱 交 換 器 用 フ ィ ン ４ の 周 囲 を
流 れ な が ら 流 通 す る 。 そ し て 、 第 １ の 熱 媒 体 と 第 ２ の 熱 媒 体 は 、 チ ュ ー ブ ２ と 熱 交 換 器 用
フ ィ ン ４ の 熱 伝 導 を 介 し て 熱 交 換 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 第 ２ の 熱 媒 体 の 流 通 過 程 を 詳 細 に 説 明 す る 。 熱 交 換 器 １ 内 に 導 入 さ れ た 第 ２ の 熱
媒 体 は 、 熱 交 換 器 用 フ ィ ン ４ の 導 入 先 端 ル ー バ １ ０ の 平 行 部 １ ０ ａ に 沿 っ て 進 み 、 そ の 後
に 導 入 側 傾 斜 ル ー バ １ ３ 、 中 間 ル ー バ １ ２ 及 び 導 出 側 傾 斜 ル ー バ １ ４ に ガ イ ド さ れ る こ と
に よ っ て 方 向 を 曲 げ ら れ て 上 流 側 分 割 ル ー バ 群 ５ Ａ を 抜 け る 。 上 流 側 分 割 ル ー バ 群 ５ Ａ を
抜 け た 第 ２ の 熱 媒 体 は 、 次 に 下 流 側 分 割 ル ー バ 群 ５ Ｂ に 入 り 、 導 入 側 傾 斜 ル ー バ １ ３ 、 中
間 ル ー バ １ ２ 及 び 導 出 側 傾 斜 ル ー バ １ ４ に ガ イ ド さ れ る こ と に よ っ て 前 記 と 逆 方 向 に 曲 が
ら れ た 後 に 熱 交 換 器 １ 内 よ り 導 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う に 第 ２ の 熱 媒 体 は 、 熱 交 換 器 用 フ ィ ン ４ の 周 囲 を 単 に 直 進 す る の で は な く 曲 が
り つ つ 加 速 さ れ な が ら 進 む た め に 熱 交 換 効 率 の 向 上 が 図 ら れ る 。 又 、 導 入 先 端 ル ー バ １ ０
及 び 導 出 後 端 ル ー バ １ １ で は 、 第 ２ の 熱 媒 体 の 流 れ を 小 さ な 角 度 で 導 入 し 、 又 は 、 導 出 す
る た め 、 熱 媒 体 の ス ム ー ズ な 流 通 が 可 能 で あ る 。 以 上 よ り 、 熱 交 換 効 率 を 極 力 維 持 し つ つ
通 気 抵 抗 を 小 さ く で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 実 施 形 態 で は 、 導 入 側 傾 斜 ル ー バ １ ３ の 下 流 側 と 導 出 側 傾 斜 ル ー バ １ ４ の 上 流 側 は
、 第 ２ の 熱 媒 体 の 流 れ 方 向 Ｔ に 対 し 中 間 ル ー バ １ ２ の 傾 斜 角 α １ よ り 大 き い 傾 斜 角 α ３ ，
α ４ の 大 傾 斜 部 １ ３ ｂ ， １ ４ ａ を そ れ ぞ れ 有 す る 。 従 っ て 、 導 入 側 傾 斜 ル ー バ １ ３ に よ っ
て ガ イ ド さ れ る 第 ２ の 熱 媒 体 は 、 そ の 流 れ が 大 傾 斜 部 １ ３ ｂ に よ っ て 大 き く 曲 げ ら れ て 排
出 さ れ 、 又 、 導 出 側 傾 斜 ル ー バ １ ４ に よ っ て ガ イ ド さ れ る 第 ２ の 熱 媒 体 は 、 そ の 流 れ が 大
傾 斜 部 １ ４ ａ に よ っ て 大 き く 曲 げ ら れ つ つ 進 入 さ れ る た め 、 熱 交 換 効 率 の 向 上 に 寄 与 す る
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の 実 施 形 態 で は 、 導 入 側 傾 斜 ル ー バ １ ３ と 導 出 側 傾 斜 ル ー バ １ ４ の 各 ピ ッ チ 間 隔 Ｐ ２
は 、 中 間 ル ー バ １ ２ の も の よ り 大 き く 設 定 さ れ て い る 。 従 っ て 、 通 気 抵 抗 の 低 減 に 寄 与 す
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 実 施 形 態 で は 、 ル ー バ 群 ５ は 、 上 流 側 分 割 ル ー バ 群 ５ Ａ と 下 流 側 分 割 ル ー バ 群 ５ Ｂ
か ら 成 り 、 上 流 側 分 割 ル ー バ 群 ５ Ａ の 導 出 後 端 ル ー バ １ １ と 下 流 側 分 割 ル ー バ 群 ５ Ｂ の 導
入 先 端 ル ー バ １ ０ の 互 い の 平 行 部 １ １ ｂ ， １ ０ ａ が 連 続 さ れ て い る 。 従 っ て 、 第 ２ の 熱 媒
体 が 途 中 で 方 向 を 変 え な が ら 流 れ て 流 通 距 離 が 長 く 設 定 さ れ る た め 、 熱 交 換 効 率 の 向 上 に
寄 与 す る 。 尚 、 ル ー バ 群 ５ は 、 ３ つ 以 上 の 分 割 ル ー バ 群 よ り 構 成 し て も 良 く 、 単 一 の ル ー
バ 群 の み で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 実 施 形 態 で は 、 導 入 側 傾 斜 ル ー バ １ ３ と 導 出 側 傾 斜 ル ー バ １ ４ は 、 各 設 置 位 置 に そ
れ ぞ れ ２ つ 設 け ら れ て い る 。 従 っ て 、 ２ つ の 導 入 側 傾 斜 ル ー バ １ ３ 及 び 導 出 側 傾 斜 ル ー バ
１ ４ に よ っ て 第 ２ の 熱 媒 体 を ガ イ ド す る た め 、 あ る 程 度 の 量 の 熱 媒 体 を 低 通 気 抵 抗 で ガ イ
ド で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ５ （ ａ ） 及 び （ ｂ ） は 導 入 側 傾 斜 ル ー バ の 変 形 例 を 示 し 、 図 ５ （ ａ ） は 導 入 先 端 ル ー
バ と 導 入 側 傾 斜 ル ー バ の 拡 大 図 、 図 ５ （ ｂ ） は 導 入 側 傾 斜 ル ー バ の 作 図 方 法 を 説 明 す る 図
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 前 記 実 施 形 態 の 導 入 側 傾 斜 ル ー バ １ ３ は 、 そ の 小 傾 斜 部 １ ３ ａ と 大 傾 斜 部 １ ３ ｂ が 共 に
直 線 状 で あ る が 、 こ の 変 形 例 の 導 入 側 傾 斜 ル ー バ ２ ０ は 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 小 傾
斜 部 ２ ０ ａ と 大 傾 斜 部 ２ ０ ｂ が 共 に 円 弧 状 で あ る 点 が 相 違 す る 。 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に
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、 中 間 ル ー バ １ ２ の ピ ッ チ 間 隔 を Ｐ １ と す る と 、 円 弧 の 半 径 Ｒ を Ｐ １ ＜ Ｒ ＜ Ｐ ２ に 設 定 す
る こ と に よ っ て 作 成 さ れ て い る 。 導 入 側 傾 斜 ル ー バ ２ ０ の 小 傾 斜 部 ２ ０ ａ と 大 傾 斜 部 ２ ０
ｂ の 各 傾 斜 角 、 及 び 、 導 入 側 傾 斜 ル ー バ ２ ０ の ピ ッ チ 間 隔 に つ い て は 、 上 記 実 施 形 態 と 同
様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 又 、 導 出 側 傾 斜 ル ー バ （ 図 示 せ ず ） も 同 様 に 円 弧 状 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 他 の 実 施 形 態 で は 、 小 傾 斜 部 ２ ０ ａ や 大 傾 斜 部 ２ ０ ｂ が 円 弧 状 で あ る た め 、 そ の 背
面 側 に お け る 第 ２ の 熱 媒 体 の 剥 離 が 減 少 し 、 若 し く は 、 消 滅 す る た め 、 通 気 抵 抗 を 減 少 さ
せ る こ と が で き る と 共 に 伝 熱 特 性 の 向 上 に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 尚 、 前 記 各 実 施 形 態 で は 、 導 入 側 傾 斜 ル ー バ １ ３ ， ２ ０ と 導 出 側 傾 斜 ル ー バ １ ４ ， （ 図
示 せ ず ） は 、 小 傾 斜 部 １ ３ ａ ， ２ ０ ａ ， １ ４ ｂ ， （ 図 示 せ ず ） と 大 傾 斜 部 １ ３ ｂ ， ２ ０ ｂ
， １ ４ ａ ， （ 図 示 せ ず ） が 共 に 直 線 状 か 円 弧 状 で あ る が 、 い ず れ か 一 方 を 円 弧 状 と し 、 他
方 を 直 線 状 に 設 定 し て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 し 、 熱 交 換 器 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 し 、 図 １ の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 し 、 導 入 先 端 ル ー バ と 導 入 側 傾 斜 ル ー バ の 拡 大 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 し 、 導 出 側 傾 斜 ル ー バ と 導 出 後 端 ル ー バ の 拡 大 図 で あ る
。
【 図 ５ 】 導 入 先 端 ル ー バ と 変 形 例 の 導 入 側 傾 斜 ル ー バ の 拡 大 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ４ 　 熱 交 換 器 用 フ ィ ン
　 ４ ａ 　 フ ィ ン 本 体
　 ５ 　 ル ー バ 群
　 ５ Ａ 　 上 流 側 分 割 ル ー バ 群
　 ５ Ｂ 　 下 流 側 分 割 ル ー バ 群
　 １ ０ 　 導 入 先 端 ル ー バ
　 １ ０ ａ 　 平 行 部
　 １ １ 　 導 出 後 端 ル ー バ 群
　 １ １ ｂ 　 平 行 部
　 １ ２ 　 中 間 ル ー バ
　 １ ３ 　 導 入 側 傾 斜 ル ー バ
　 １ ３ ａ 　 小 傾 斜 部
　 １ ３ ｂ 　 大 傾 斜 部
　 １ ４ 　 導 出 側 傾 斜 ル ー バ
　 １ ４ ａ 　 大 傾 斜 部
　 １ ４ ｂ 　 小 傾 斜 部
　 ２ ０ 　 導 入 側 傾 斜 ル ー バ
　 ２ ０ ａ 　 小 傾 斜 部
　 ２ ０ ｂ 　 大 傾 斜 部
　 Ｔ 　 第 ２ の 熱 媒 体 の 流 れ 方 向
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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